
   

 

金沢大学東京地区合同講演会・懇親会2017 

 

9月30日（土）、東京霞が関ビルの東海大学校友会館を会場

に、平成29年度東京地区（全学部）合同講演会・懇親会が開催

されました。 

合同講演会では、病院建築設備設計の第一人者である株式会

社伊藤喜三郎建築研究所の鈴村明文取締役（工学 S51年卒業）

が「少子高齢多死社会～病院建築設備設計者が思うこと～」と

題して、自身の経験を通じて病院建築を取り巻く環境変化（感

染対策、BCP、最新医療など）を70 枚近いスライドを使い、わ

かりやすく講演して頂きました。 

合同懇親会は、来賓に山崎学長をはじめ東京四高会の方など

26名をお招きし、総勢150 名を超える会となりました。山崎学

長による来賓代表のご挨拶では、平成29年度の世界トップレベ  

ル研究拠点に、金沢大学と東京大学の 2拠点が採択された誇ら

しい報告と共に、山崎学長のもとで挑戦と改革をし続ける大学

現場の様子が紹介されました。 

最後は参加者が一体となった校歌等で締めくくり、例年以上

に賑やかで盛り上がった合同懇親会を終えました。 

金沢工業会東京支部では同窓会活動をさらに活発化させるた

めにも、若手卒業生の参加を促す工夫も図り、各学部同窓会と 

連携協力し取り組んでいきたいと思っています。 
金沢工業会東京支部長 

 勝島 洋一（工学部 平成2年卒業） 
 

裏 面 に 続 く  

     平成29年度金沢大学関西地区合同懇親会 
 
10月 7日（土）、大阪新阪急ホテルにて金沢工業会近畿

支部及び法経文学部同窓会関西支部の合同懇親会（2年に1

回）が開催されました。 

金沢工業会近畿支部では、昭和 20 年卒の大先輩から平

成28 年卒の若手まで、約90名近く、また、法経文学部同

窓会関西支部では、約50名の卒業生が参加し、大いに盛り

上がりました。 

金沢工業会近畿支部の講演会では、金沢大学新学術創成

研究機構の菅沼 直樹准教授から「自動車の自動運転技術」

と題して、自動運転技術の背景や公道での走行実験の取り

組み、また公道走行実験から得られた課題などを動画やご

自身の体験談を交えながら、約１時間に渡り、ご講演いた

だきました。 

懇親会は、金沢工業会近畿支部の堀支部長（工学 S62卒）

のご挨拶、金沢大学副学長の加納先生の乾杯で始まり、懇

談の中では、ライブ演奏を楽しみながら、学部、学科や年

齢の壁を越え、ご参加いただきました皆さまが、久しぶり

の再会にあちらこちらで楽しく談笑される光景が見られ、

旧交深まる同窓会となりました。最後は、法経文学部同窓

会関西支部の大平支部長（法文 S47年卒）の締めにより、

終了しました。  金沢工業会近畿支部 

         伊藤 雄祐（工学部 平成23年卒業） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

               10月28日（土）、第 11回金沢大学ホームカミングデイの 

                 の開催に併せて「 第６回留学生ホームカミングデイシンポ 

ジウム」を開催しました。当日は、学内外から留学生同窓生 

留学生ら約80名が参加しました。 

シンポジウムでは、まず、大谷吉生副学長（国際担当）か 

ら歓迎の挨拶があり、続いて本学外国人同窓生の周金玲氏 

（現職：トヨタ自動車株式会社)らから、本学での留学経験 

やその後のキャリアプランについて講演がありました。 

交流会では、同窓生と積極的に交流する留学生の姿が見ら 

                  れ、次回の再会を約束し、閉会となりました。 
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▲シンポジウムの様子 

短信２ 

▲全員で記念写真 

短信１ 

▲校歌を高唱する出席者 

▲懇親会の様子 



薬学昭和40年卒（支麓会）京都に集う 

 

10月1日～2日、昭和 40年卒業した同期の集いを京都御所の近く、鴨 

川べり「ＫＫＲ京都くに荘」で開催した。 

46名の卒業から名付けられた「支麓会」であるが、既に9名の物故者 

を数え、一抹の寂しさを覚えた。そのうち19名（男性 5、女性14）が集 

い、鬼籍に入られた友を偲ぶ献杯で懇親会が始まり、お互いに近況を報告 

しながら話が弾んだ。 

母校の金沢大学薬学部が創立 150年を迎え、益々発展の様子のほか、 

互いに「後期高齢者」の仲間入りをし、話題は 「病気の話」がやはり多 

かったが、 運転免許の更新時の苦労話や多彩な趣味の紹介もあり、豊富 

な話題で会は盛り上がり、 夜遅くまで懇親の会は続き、楽しい一時を持つことができた。 

次回は 2 年後に喜寿を祝って金沢で開催することになり、それまでの健勝、再会を約して散会した。このクラス会のオプ

ションとして、初日のチェックインの前に、宿舎に近い「京都迎賓館」の見学が抽選合格を得、古寺散策とはまたひと味違

った京都を楽しむことができた。              代表幹事：林 良英、協力：大島 武史 

○第１回金沢大学教育改革シンポジウム開催 

 

10月14日、都内で第1回金沢大学教育改革シンポジウムを開催し、学内外 

から約100名が参加しました。  

本シンポジウムは、本学の教育改革等を学外に広く紹介するもので、「グロ 

ーバル社会の中核的なリーダーとして活躍する『金沢大学ブランド』人材の育 

成」をテーマに、今年初めて開催したものです。  

シンポジウムでは、柴田正良理事（教育担当）の教育改革概要説明の後、経 

済産業省産業人材政策室の橋本賢二室長補佐がこれから必要とされるグローバ 

ル人材について講演。続いて、橋本室長補佐と本学卒業生および在学生4名の 

パネリストが「金沢大学の学びと社会はどうつながるか」をテーマに、熱のこ 

もったパネルディスカッションを繰り広げました。 

最後に、各学類の就職担当教員と企業の人事担当者との情報および名刺交換会が行われ、活発な情報交換がなされました。  

○金沢大学資料館からのお知らせ    
 

テーマ 「バンカラ寮生類～金大寮史１２４年～」 

会 期 平成29年11月29日（水）～平成30年3月16日（金） 

 
本展示は、学生による企画展示です。学芸員資格の取得に向けて講義や館園実習を経た博物館実習生が、その集大成として、企画展のすべてを 

プロデュースします。今回は、『バンカラ寮生類－金大寮史124年』をタイトルに、四高生、金大生の集団生活の様子を紹介します。寮生や塾生と

して、ひとつ屋根の下に生活していた学生たち。そこには、自治を目指す強い意志、そして「バンカラ」の気風がありました。 

 昨年度末に北溟寮が閉鎖し、現在、学生寮は変革のさなかにあります。学生寮の記憶が薄れゆく今、寮生類たちの歴史や生き様を振り返ります。

（チラシ裏面から転載） 

 

■ 大学が業者に名簿作成を依頼することはありません。電話等による勧誘には十分ご注意ください。 
■ 地域・職域・サークル・寮等の同窓会活動の近況や総会・懇親会等の開催日程，開催報告等を「学友支援ニュース・
レター」に掲載ご希望の場合は，学友支援室までご連絡ください。 

短信３ 

◆ 今後の同窓会＆金沢大学関連行事予定 ◆ 
 

1/10(水)◆第778北の都会月例会 (ライオン銀座7丁目店) 

1/13(土)～14(日)◎平成30年度大学入試センター試験 

1/27(土)◆法経文学部昭和52年卒業同期会 

2/ 3(土)◆金沢大学薬学新潟同窓会 

2/ 6(火)◆第779回北の都会月例会 (ライオン銀座7丁目店) 

2/11(日)◆金沢大学薬学関西同窓会 

2/25(日)◎平成30年度前期日程試験 

3/ 6(火)◆第780回北の都会月例会 (ライオン銀座7丁目店) 

3/12(月)◎平成30年度後期日程試験 

3/22(木)◎平成29年度金沢大学学位記・修了証書授与式 

4/ 6(金)◆第781回北の都会月例会 (ライオン銀座7丁目店) 

4/ 7(土)◎平成30年度金沢大学入学宣誓式 

▲全員での記念写真 

▲パネルディスカッションの様子 

▲北溟寮で使われて

いた 

 ・はっぴ（左側） 

 ・当直箱（右側） 

第12回金沢大学アカンサス駅伝大会を開催 

 

11月4日、第12回金沢大学アカ 

ンサス駅伝大会を開催し、学生や教 

職員らによる22チーム、計88名が 

参加しました。 

 本大会は、 平成18年度以降毎年 

開催しているもので、角間キャンパ 

ス内のコース（1人  2.5km）を4人 

1チームで走ります。選手らは、 沿 

道からの声援に励まされながら全力 

で走り抜け、また、仮装を身にまとって走るチームもあり、大会に華を添え

ていました。 

 
▲「たすき」をつなぐ選手達 


